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て，成功した検索と失敗した検索の要因を分析している．Kimら [11]や Borisovら [12]は
滞留時間を用いてアクセスしたページの満足度を評価するモデルを提案している．
オンラインショッピングサイトを対象にした研究もなされている．Moe[13]は，オンライ
ンショッピングサイトにおけるユーザの検索行動を knowledge building, hedonic browsing,

























































クセスログかを示している．セッション 1とセッション 2は時間差が 30分より大きくなっ
ているため分割されている．セッション 2とセッション 3は時間差は 30分以内であるが，
ユーザ IDが異なるため別のセッションとして切り出されている．
表 3.1: セッション抽出例
User ID Time stamp Query Type Session
1 2016-09-05 19:37:41 usb query 1
1 2016-09-05 19:37:48 usb query 1
1 2016-09-05 19:38:25 usb 64gb query 1
1 2016-09-05 19:38:34 usb 64gb access 1
1 2016-09-05 20:11:44 flower query 2
1 2016-09-05 20:13:40 flower present query 2








る．クエリをQ，キーワードを wとし，前のクエリをQpre = {wpr1 , wpr2 , ...wprn}，後のク










Qpre ∧Qpost ≠ Φ (3.2)
Qpre ̸= Qpost (3.3)
Qpre ̸⊂ Qpost (3.4)

























表 3.2に検索行動のラベルを付与した例を示す．このセッションは，ラベル Sが 1つ，R
が 1つ，Pが 2つ，Aが 1つ，Cが 1つ，Mが 1つ，Dが 1つある．よって，セッションの
パス長は 6，クエリ変更回数は 4，ページアクセス回数は 2となる．
表 3.2: 検索行動ラベルの付与
User ID Time stamp Query Type Label
1 2016-09-05 10:07:11 water query S
1 2016-09-05 10:07:23 tea query R
1 2016-09-05 10:08:94 tea access P
1 2016-09-05 10:08:47 tea 500ml query A
1 2016-09-05 10:11:61 tea 500ml query C
1 2016-09-05 10:13:77 green tea query M
1 2016-09-05 10:15:39 green tea access P






























完了率の系列データ V における各値を {v1, v2, ..., vi...., vn}とすると，正規化データ V ′は
以下のようになる．
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そのため，パス長 L = {1, 2, ..., i...., n}の正規化した値 L′は以下のように表せる．















り，正規化したパス長が L′ = { 1n , 2n , ..., in ...., nn}，各地点の正規化した完了率が


















≦ x ≦ j + 1
n
　である．




移曲線を図 3.1に，ページアクセス完了率の推移曲線を図 3.2に，完了率推移曲線を図 3.3



















































て異なる値段やサービスで販売されることがある．ログの期間は 2016年 6月から 2017年







































































k-meansのクラスタ数 kを 1～10にした際のクラスタ内誤差平方和を図 4.2に示す．
k =2～4においてクラスタ内誤差平方和の減少値は大きいが，明確にエルボーとなるよう
な kの値を発見することができなかった．このため，クラスタ数を 2～4に絞り，実際のク




















k = 2のときはクラスタ 1のクエリ変更完了率に特徴が見られなかったため，分析をする
には望ましくない．また，k = 4のときはクラスタ 2とクラスタ 4の差が小さいため，解釈
を行うことは難しい．よって，本研究では k = 3に設定して分析を行っていく．k = 3にお
ける 3次元の完了率推移曲線を図 4.9に，各クラスタの平均データ (セントロイド)を図























クラスタ 1は，ラベル Rの値が低いが，ラベルAの値がやや高くなっている．クラスタ 2
は，反対にラベルRの値が高いが，ラベルAの値が低い．クラスタ 3はラベルRの値が高
くなっている．
図 4.3: クエリ変更完了率の推移曲線 (k = 2) 図 4.4: ページアクセス完了率の推移曲線 (k = 2)
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図 4.5: クエリ変更完了率の推移曲線 (k = 3) 図 4.6: ページアクセス完了率の推移曲線 (k = 3)











ど分類正解率は高くなるが，予測対象のパス長が 20を超えると，学習パス数が 2と 3の正
解率にほとんど差はなくなっている．
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1 ’ レディース’, ’ スマホケース’, ’ 水着’, ’ 大きいサイズ’, ’ 手帳’,
’xperia’, ’iphone7’, ’スーツケース’, ’ドレス’, ’ハロウィン’, ’シュー
ズ’, ’時計’, ’ショルダーバッグ’, ’ラッシュガード’, ’フォーマル’,
’傘’, ’スマホカバー’, ’スーツ’, ’バック’, ’携帯ケース’, ’エクスペ
リア’, ’ベッド’, ’クロックス’, ’スリッポン’, ’デニム’, ’リング’, ’
ブラジャー’, ’子供服’, ’テント’, ’チュニック’, ’ソファー’, ’牛肉’,
’ロングカーディガン’
2 ’掃除機’, ’タンクトップ’, ’爽快ドラッグ’, ’進撃の巨人’
3 ’送料無料’, ’米’, ’コンタクトレンズ’, ’靴下’, ’水’, ’ビール’, ’コー
ヒー’, ’お試し’, ’キャンメイク’, ’お米’, ’水筒’, ’炭酸水’, ’食品’,
’メール便’, ’500円’, ’無洗米’, ’化粧品’, ’本’, ’お茶’, ’100円’, ’
洗剤’, ’柔軟剤’, ’ダイエット’, ’ポイント消化’, ’日焼け止め’, ’ス
イーツ’, ’クッキー’, ’商品券’, ’絵本’, ’クリスタルガイザー’, ’洗
顔’, ’おむつ’, ’スリッパ’, ’ふりかけ’, ’ナッツ’, ’パン’, ’うどん’,
’sk-ii’, ’ブレスレット’, ’明太子’, ’お取り寄せ’, ’おしりふき’, ’カ
レー’, ’ワンデーアキュビューモイスト’, ’ミネラルウォータ’, ’入




クラスタ R M A D
1 0.580 0.111 0.203 0.103
2 0.637 0.104 0.161 0.096
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